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研究成果の概要（和文）： 現在用いられている催奇形性の検査法は、マウスなどの実験動物に食品成分を投与し、形
態などに異常が生じないことを確認するというものである。この方法では十分な安全性を保証できるとは言えない。我
々は形態形成過程において中心的な役割を果たしているHox遺伝子等のの発現の変化をDNAマイクロアレイを用いて網羅
的に解析することによって危険性を予見するという方法を開発し、現在サプリメント等に用いられているファイトケミ
カルのマウス胎児への影響を解析した。

研究成果の概要（英文）： Contrasting a comprehensive analysis using DNA microarrays, our analysis is simpl
er and allows the examination of a large number of samples. Information on molecular markers such as the H
ox genes under various conditions (exposure-time, -dosage) will allow the prediction of the hazardous natu
re of unknown factors. In addition, the understanding of the molecular mechanisms common to different tera
togenic agents requires the identification of the target genes of Hox and each transcription factor and an
 understanding of transcription factor networks
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１．研究開始当初の背景 
 
（1）実験動物としてのマウス（ハツカネズミ） 

 現在世界的に最も広く用いられている、ヒト

を最終的な目標とした研究に用いられる実験

動物はマウスである。マウスは哺乳類としては、

比較的小型で、飼育、繁殖が容易であるとい

う実験動物としての多くの利点を持っているが、

最も重要な点は、遺伝的にほぼ均一なゲノム

を持っているという点である。ヒトはもちろんで

あるが、ウサギ、ラットなど広く実験動物として

用いられている動物でもマウスに比べれば遺

伝的なばらつきは大きい。人間に多くの個体

差（個性）があるように、これらの動物にも個体

差があり、実験データのばらつきを生じる一

つの原因となっている。マウスは１００年以上

の間近親交配を繰り返して作成したいくつか

の系統（近交系）が、作成されており、これが、

科学的な実験に用いられる。 

 

（2）SPF（specific pathogen free）マウス 

 上記のような遺伝的に均一なマウスが広く

実験に用いられているが、マウスの飼育環境

がコントロールされていないと厳密な実験デ

ータは得られない。飼育時の明暗の時間、温

度や湿度の違いによって実験結果が大きく異

なる場合が多い。さらに、マウスの健康状態に

よっても、結果は大きな影響を受ける。そこで、

世界的にスタンダードなマウスの飼育基準が

設定されており、この条件で飼育されていな

い場合は、その研究成果が認められない場

合が多い。学術研究や医薬関連の研究は、

多くの実験はこの条件を満たしているが、わ

が国の食品研究の多くは必ずしもこの条件の

もとで行われているとは限らない。 

 本研究は、植物由来の機能性成分といわれ

ているものの安全性と有効性を科学的に明ら

かにすることを目的としており、世界基準に合

った飼育条件でマウスを飼育する。その条件

は、明暗、温度、湿度はもちろんであるが、健

康状態を検査するため、マウスに影響を与え

ることの知られている、いくつかの病原菌が存

在しないこと（specific pathogen free）を定期的

にモニターする。 

 
２．研究の目的 
 
現在わが国では多くの植物以来の機能性食

品成分が販売されているが、その有効性および

安全性について必ずしも十分な科学的根拠（エ

ビデンス）が得られていない。有効性および安全

性の根拠となっている一つの実験はマウスを用

いた動物実験によるものであるが、わが国では、

薬品の有効性・安全性検査のために用いられて

いる、細菌やウイルスの感染をコントロールした

SPF（specific pathogen free）マウスではなく一般

（conventional）マウスを用いた検査が広く用いら

れている。本共同研究の目的は、下記の有効性

および安全性につてSPFマウスを用いて検査す

ることによって、有効かつ安全な機能性成分を

含む食品、サプリメントを開発することである。 

 
３．研究の方法 
 

上記の述べた、厳密に管理されたマウスを用

い、妊娠１０日、１２日にＲＡ、ＴＣＤＤ、ファイトケ

ミカルを投与し、その２日後（原則）の胎児にお

ける遺伝子発現について、Hox, Pax, Tbxなど形

態形成を制御していることが明らかになっている

遺伝子群について、RT-PCR法および、DNAマ

イクロアレイを用いた方法で網羅手ｒ気に解析す

る。また発現に変化が観測された成分について

は、形態の観察も行う。 

 
４．研究成果 
 

（１）ＲＡおよびＴＣＤＤを用いた研究 

本研究は、マウスを用いた食品の安全性に関

わる研究であり、上記のような完全に管理された

条件で飼育されたマウスを用いて行う必要があ

る。東京大学農学部栄養化学研究室ではこれま

でも SPF 条件で飼育されたマウスを用いて（食

品の安全性にかかわる）研究を行ってきたが、

飼育施設として学内の動物実験施設を利用して



実験を行ってきた。本研究も上記の飼育環境で

飼育したマウスを用い、まずＲＡおよびＴＣＤＤの

催奇形性について解析を行った。 

以下に、ＲＡおよびＴＣＤＤの投与によって発

現が影響される遺伝子群と催奇形性について

解析を行った結果の一例を示す。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（２）ファイトケミカルを用いた研究 

 上記の条件で飼育したマウス研究法を用い

て以下の植物由来機能性食品成分の安全性

の検査を行なった。またこれらの成分の有効

性についても同様な方法を用いて行なった。 
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